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フローイ ンジェクシ ョン分析法による水田土壌中の窒素定量
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Determination of N in Ricc Paddy Soil by Flow― injection Method
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: (ま  し  め に

水稲の生育・収量に大きな影響をもつ,水田土壊中の窒

素定量を迅速かつ正確に行うために,近年開発されたフロ

ーインジェクション分析法 〈FIA法 )う による定量を,常
法である,水蒸気蒸留―滴定法 (手動法 )う と,① 10%塩

化カリウム液抽出アンモニア態窒素の定量う,② ケルダー

ル分解液による全窒素の定量う,③過塩素酸・硫酸分解液

(迅速分解法 )による全窒素の定量
1),について比較検討

し,次の結果を得た。

2試 験 方 法

(1)供試土壌 山形県庄内地方の水田,一部輪換畑・転
換畑。土壌型は細粒及び中・粗fi強グライ土。

12)装置 Tecator FIA 5020型分析装置及びFIA 5032

型検出器・プリンター,Tecator FIAケ ミホールド・ タ

イプV型。FIAの流路系及び試薬は図 1に示した。

“

)分析操作
1)迅速分解法)

① 50″三角フラスコ (あ らかじめ重量測定 )に風乾土

057(湿潤± 17)を正確に採る。② 水 05～ 1″添加
し,約30分間放置する。③濃硫酸約 3″添加し,静かにか

きまぜてから,過塩素酸 05～ 1″添加する。④直径 3"
のロートで覆い,ホ ットプレート上で 100～ 120℃ 程度まで

で温度を上げ,次に約 200℃ とし約45～ 60分間加熱し乳自

濁化させ,放冷する。全加熱時間は約 1時間とする。③放

冷後水約10″を添加し,若千加熱した後,小形ロートを水

洗して取り除き放冷する。①天秤を用いて液量を50,と し,

栓をして良くかきまぜた後静置し,上澄液を供試液とする。

aその他の分析操作

農産課の方法う及びFIA取 り扱い説明書に従った。

3 結果及び考察

(1)10%塩化カリウム液抽出土壌アンモニア態N定量

FIA法の手動法に対するN定量の正確さを図 2に示す。

N5膠以上では,両分析値の相関が極めて高く,ま た分析

平均値は手動法で 157「 (液濃度 )に対しFIA法で 146p

(N20膠以上で同じく247に 対し236P,N10～ 20「で同

じく145に対し134P,N5～ 10「で同じく78に対し64
H● )と はぼ一致した。N5「以下では両分析値の相関がや

やばらつき,FIA法の変動係数もやや大きかった (表 1)。

以上の結果から,FIA分析法の実用性は高いと考えられる。

0)硫酸分解 (ケ ルダール分解 )液土壌全Nの定量
FIA法の手動法に対する分析値の相関は極めて高く(図
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処 理 区
土  壌
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表 : 水田土壌抽出液中窒素の分析精度

3),平均値は手動法の182Pに対しFIA法で 168脚とは
ぼ一致した。FIA法の繰り返し精度は,変動係数が2-4
%と小さかった (表 1)。 以上の結果からFIA分析法は実

用性が高いと考えられる。

●)過塩素酸・硫酸分解液 (迅速分解液 )土壌全N定量

迅速分解液の分析値がケルダール分解液の値より低い傾

向が認められ,分析値の平均が迅速分解法 (FIAで測定 )

で 129膠 に対し,ケルダール分解法 (手動法で測定 )で

168膊であった (図 4)。 しかし両分解法による分析値の

相関は極めて高く(図 4),迅速分解法の分析値を,回帰

式を利用して,統計的に有意なケルダール分解法による分

析値に読みかえができた。以上の結果からFIA法による迅
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4ま と め

水田土壌中の窒素定量を迅速かつ正確に行うために,フ

ローインジェクション分析法 (FIA法 )による定量を常法

である水蒸気蒸留―滴定法 (手動法 )と比較検討し,次の

結果を得た。

(!)lo%塩化カリウム液抽出土壌アンモニア態窒素の定

量 : 手動法とFIA法による分析値は,N5膠以上で相関
が極めて高く,両法の分析値はほぼ一致した。

(" 硫酸分解 (ケルダール分解 )液による土壌全窒素の

定量 : 手動法とFlA法による分析値の相関が極めて高く,

両者の分析値はほぼ一致した。

“

)過塩素酸・硫酸分解 (迅速分解 )液による土壌全窒

素の定量 :「 IAに よる迅速分解液の分析値はケルダール

分解液の値 (手動法 )よ り低い傾向であった。両分析値の

相関は極めて高く,迅速分解法の値を統計的に有意にケル

ダール分解法の値に読みかえることができた。
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